
一
、
パ
ン
ソ
リ
の
定
義

パ
ン
ソ
リ
は
長
篇
の
物
語
を
歌
と
演
劇
的
動
作
で
演
出
す
る
韓
国
の
古
典
芸

能
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
唱
楽
、
劇
歌
、
倡
優
戯
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
呼

ば
れ
て
き
た
が
、
近
来
で
は
パ
ン
ソ
リ
が
定
着
し
た
名
称
と
な
っ
て
い
る
。
パ

ン
ソ
リ
・

と
い
う
語
は
パ
ン
・

と
ソ
リ
・

の
二
つ
の
語
で
成
っ

て
い
る
。
パ
ン
ソ
リ
は
古
来
ソ
リ
と
も
い
わ
れ
て
き
た
。
韓
国
語
で
の
ソ
リ
は

声
と
音
を
総
称
す
る
語
で
あ
る
。
歌
と
い
う
場
合
は
通
常
ノ
レ
・

と
い
う

が
、
パ
ン
ソ
リ
に
限
っ
て
は
ソ
リ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

の
パ
ン
ソ
リ
と
は
、
人
間
と
自
然
の
あ
ら
ゆ
る

音
と
声
を
綜
合
し
た
芸
術

と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。

パ
ン
ソ
リ
の
パ
ン
と
い
う
語
の
意
味
は

大
勢
の
人
び
と
が
集
ま
る
一
定
の

場
所

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
シ
ル
ム
パ
ン
（
相
撲
場
）、
ス
ル
パ
ン
（
酒
盛

・

と

と

の

・

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

一

り
の
場
）、
ノ
リ
パ
ン
（
遊
び
の
場
）
な
ど
の
場
合
の
パ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
あ
る
一
定
の
事
件
乃
至
行
事
の
一
部
始
終
と
い
う
意
味
を
有
す

る
。
バ
ド
ク
・
ハ
ン
・
パ
ン
（
棋
戦
の
一
回
勝
負
の
一
部
始
終
）、
シ
ル
ム
・

ハ
ン
・
パ
ン
（
相
撲
の
一
回
勝
負
の
一
部
始
終
）
な
ど
の
パ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
パ
ン
ソ
リ
と
は
、
大
勢
の
人
び
と
が
集
ま
っ
た
場
所
で
、
あ
る
一
定

の
物
語
を
歌
と
演
技
動
作
で
演
出
す
る
一
部
始
終
の
芸
術
行
事
で
あ
る
と
言
え

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
パ
ン
と
い
う
語
が
祝
儀
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ

と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
パ
ン
と
は
、
大
勢
の
人
び
と
が
集
ま
る
場
所
と

い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
場
所
が
も
と
は
祝
儀
の
場
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
パ
ン
ソ
リ
は
も
と
も
と
は
、
新
年
の
お
正
月
と
か
秋
の
仲
秋
節
、
ま

た
は
農
耕
生
活
に
伴
う
周
期
的
な
お
祝
い
の
場
で
演
唱
さ
れ
た
祝
儀
的
行
事
の

一
つ
で
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
娯
楽
的
、
芸
術
的
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し

て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
パ
ン
ソ
リ
の
起
源
に
関
し
て
は
口
碑
説
話
を
歌

韓
国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

千

二

斗



い
始
め
た
事
に
由
来
す
る
と
か
、
巫
歌
か
ら
由
来
し
た
と
か
、
梵
唄
か
ら
派
生

し
た
と
か
、
多
く
の
説
が
あ
る
が
、
巫
歌
起
源
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
面
で
、

仏
法
の
説
教
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
る
中
国
の
講
唱
、
日
本
の
語
り
物
と
は
そ

の
起
源
を
異
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二
、
民
族
音
楽
と
し
て
の
パ
ン
ソ
リ

韓
国
の
伝
統
音
楽
は
宮
廷
音
楽
と
庶
民
音
楽
に
大
別
さ
れ
、
パ
ン
ソ
リ
は
庶

民
音
楽
の
中
で
も
代
表
的
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
宮
廷
音
楽
は
宮
中
で
の
儀
式
行

事
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
も
の
で
、
厳
粛
、
荘
重
、
悠
長
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り

に
儀
式
的
で
、
人
間
の
多
様
な
情
緒
の
表
現
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
庶
民
音
楽
は
民
衆
の
生
活
に
即
し
、
素
朴
で

刺
と
し
た
人
間

の
思
想
感
情
を
自
由
奔
放
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
の
が
各
地
方
の

民
謡
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

音
楽
と
し
て
の
パ
ン
ソ
リ
は
何
よ
り
も
先
ず
、
こ
の
民
謡
の
調
べ
を
土
壌
に

し
て
培
わ
れ
た
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
特
に
全
羅
道
地
方
の
南
道
民
謡
と
パ

ン
ソ
リ
と
の
親
縁
性
は
緊
密
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
地
方
の
民
謡
の
調

べ
を
広
く
収
斂
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
音
楽
遺
産
を
も
広
く
導
入
し
て
い

る
。
そ
れ
は
正
に
民
族
音
楽
で
あ
る
。
そ
れ
が
朝
鮮
時
代
の
階
層
社
会
に
お
い

て
当
代
の
民
衆
ば
か
り
で
な
く
両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
）
を
始
め
、
宮
廷
内
に
ま
で

広
範
な
支
持
愛
好
の
現
象
を
も
た
ら
し
め
た
の
も
当
然
の
事
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。パ

ン
ソ
リ
の
文
章
は
、
韓
国
古
典
の
四
四
調
、
三
四
調
の
律
文
を
基
調
に
し

な
が
ら
も
、
散
文
も
混
用
し
、
庶
民
の
素
朴
な
口
語
か
ら
難
渋
な
漢
文
文
章
に

い
た
る
ま
で
多
様
に
収
斂
し
て
い
る
。

三
、
パ
ン
ソ
リ
一
二
篇
と
五
篇

今
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
パ
ン
ソ
リ
の
最
古
の
文
献
は
、
パ
ン
ソ
リ
「
春
香

歌
」
の
内
容
を
漢
詩
で
訳
し
た
晩
華
本
「
春
香
歌
」（
一
七
五
四
年
）
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
パ
ン
ソ
リ
は
す
く
な
く
と
も
一
七
世
紀
の
中
・
後
半
頃
に
は

確
か
に
演
唱
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
一
七

世
紀
の
中
頃
に
五
篇
の
説
経
節
に
対
し
五
説
教
と
い
う
呼
び
名
が
す
で
に
成
立

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
説
経
節
に
由
来
す
る
人
形
浄
瑠
璃
が
一
八
世

紀
の
前
半
に
は
全
盛
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。
御
前
広
大
と
い
う
特
殊
な
例
は

別
と
し
て
、
一
九
世
紀
末
頃
ま
で
専
ら
流
浪
芸
能
人
の
芸
と
し
て
存
続
し
て
来

た
パ
ン
ソ
リ
の
場
合
と
は
大
に
異
な
る
。
よ
り
閉
鎖
的
な
当
代
の
朝
鮮
時
代
と

準
近
代
的
な
江
戸
時
代
と
の
相
異
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

宋
晩
載
（
一
七
六
九
｜
一
八
四
七
）
の
「
観
優
戯
」
に
は
パ
ン
ソ
リ
一
二
篇

と
し
て
、
春
香
歌
、
沈
清
（
睛
）
歌
、
興
夫
歌
、
水
宮
歌
、
赤
壁
歌
、
ベ
ン
カ

ン
セ
打
令
、
表
裨
将
打
令
、
壅
固
執
打
令
、
江
陵
梅
花
伝
、
チ
ャ
ン
キ
（
雄
の

雉
）
打
令
、
曰
字
打
令
、
仮
字
紳
仙
打
令
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
と
同
時
代

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

二



の
尹
達
善
は
広
寒
楼
楽
府
で
、「
パ
ン
ソ
リ
は
一
二
篇
で
あ
り
、
香
娘
伝
（
春

香
伝
）
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
」、
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
を
も
と
に

し
て
常
時
、
一
二
篇
の
パ
ン
ソ
リ
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
を
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

唱
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
代
の
パ
ン
ソ
リ
を
文
章
で
整
理
改

作
し
た
申
在
孝
（
一
八
一
二
｜
一
八
八
四
）
に
よ
る
「
申
在
孝
本
パ
ン
ソ
リ
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
六
篇
（
春
香
歌
、
沈
睛
﹇
清
〕
歌
、
兎
鼈
歌
﹇
水
宮
歌
〕、

朴
打
令
﹇
興
甫
歌
〕、
赤
壁
歌
、
ベ
ン
カ
ン
セ
打
令
﹇
横
負
歌
〕）
で
あ
り
、
そ

の
歌
が
今
日
ま
で
演
唱
さ
れ
て
い
る
の
は
〈
ベ
ン
カ
ン
セ
打
令

を
除
く
五
篇

で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
五
篇
の
パ
ン
ソ
リ
は
数
多
く
の
バ
デ
ィ
（
各

流
派
）
に
よ
る
無
数
の
異
本
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

四
、
パ
ン
ソ
リ
の
起
源
と
そ
の
発
展

朝
鮮
時
代
の
知
識
人
た
ち
が
庶
民
芸
能
を
軽
視
し
て
パ
ン
ソ
リ
な
ど
に
関
す

る
記
録
を
疎
か
に
し
た
こ
と
、
パ
ン
ソ
リ
広
大
・
ク
ァ
ン
テ
（
演
唱
者
）
が
賤

民
と
し
て
蔑
視
さ
れ
文
筆
力
に
乏
し
く
、
そ
の
伝
承
を
専
ら
口
伝
心
授
に
依
存

し
た
事
な
ど
の
理
由
で
、
パ
ン
ソ
リ
に
関
す
る
文
献
が
極
め
て
乏
し
い
。
そ
の

発
生
起
源
や
発
展
経
緯
な
ど
が
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
も
そ
の
為
で

あ
る
。
パ
ン
ソ
リ
は
一
七
世
紀
頃
に
は
確
か
に
演
唱
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
は
前
述
の
晩
華
本
「
春
香
歌
」
を
根
拠
に
し
た
推
定
で
あ
る
。

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

三

パ
ン
ソ
リ
は
一
八
世
紀
初
に
は
広
く
普
及
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
英
祖
、
正

祖
の
頃
に
は
河
殷
潭
、
崔
先
達
、
禹
春
大
な
ど
の
名
人
が
活
躍
し
、
前
述
の
パ

ン
ソ
リ
一
二
篇
を
演
唱
し
た
。
当
時
の
パ
ン
ソ
リ
は
今
よ
り
は
長
さ
が
短
く
、

文
章
も
音
楽
も
よ
り
素
朴
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
定
着
期
と
命

名
し
得
る
。
一
九
世
紀
前
半
に
権
三
得
（
一
七
七
一
｜
一
八
四
一
）、
宋
興
禄
、

牟
興
甲
、
廉
季
達
、
高
秀
寛
、
金
済
哲
、
申
万
葉
、
朱
徳
基
、
朴
裕
全
な
ど
の

名
人
が
現
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
唱
調
と
長
短
（
拍
子
）
を
新
し
く
組
み
入
れ
、
パ

ン
ソ
リ
の
形
式
を
多
様
に
し
た
。
こ
の
時
代
の
名
人
た
ち
の
演
唱
の
模
様
に
関

し
て
は
、
申
在
孝
の
「
広
大
歌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
は
い
ろ
い

ろ
の
流
派
が
生
じ
た
。
全
羅
道
地
方
の
東
側
を
中
心
に
生
じ
た
東
便
制
は
宋
興

禄
に
始
り
、
そ
の
唱
調
が
雄
雄
し
く
剛
健
な
の
が
特
色
で
あ
り
、
全
羅
道
の
西

側
を
中
心
に
生
じ
た
西
便
制
は
朴
裕
全
に
始
り
精
巧
な
技
巧
を
そ
の
特
色
と
し
、

京
畿
道
、
忠
清
道
を
中
心
に
生
じ
た
中
高
制
は
廉
季
達
、
牟
興
甲
、
金
声
玉
に

始
り
、
本
を
朗
読
す
る
よ
う
な
音
声
で
、
音
程
の
高
低
が
鮮
や
か
な
の
が
そ
の

特
色
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
〈
八
名
唱
時
代

と
い
う
。

こ
れ
に
次
ぐ
〈
後
期
八
名
唱
時
代

を
ふ
く
む
一
九
世
紀
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
の
パ
ン
ソ
リ
の
完
成
期
で
あ
り
全
盛
期
で
も
あ
る
。
朴
万
順
、
宋
雨
龍
、
金

世
鐘
、
鄭
春
風
、
張
子
伯
、
李
捺
致
、
丁
昌
業
、
金
定
根
、
韓
松
鶴
な
ど
が
活

躍
し
た
時
代
で
、
東
便
制
、
西
便
制

中
高
制
な
ど
の
流
派
は
彼
等
に
よ
っ
て

一
層
発
展
し
た
。



二
〇
世
紀
の
前
半
期
に
は
朴
基
洪
、
金
昌
煥
、
金
賛
業
、
宋
万
甲
、
劉
成
俊
、

李
東
伯
、
金
昌
龍
、
丁
貞
烈
な
ど
が
活
躍
し
た
。〈
五
名
唱
時
代

と
い
う
。

五
名
唱
と
は
金
昌
煥
、
宋
万
甲
、
李
東
伯
、
劉
成
俊
、
金
昌
龍
、
丁
貞
烈
な
ど

か
ら
五
人
を
任
意
に
選
ん
で
着
け
た
呼
称
で
あ
る
。
蓄
音
機
が
現
れ
た
の
で
、

あ
る
程
度
、
実
証
的
資
料
を
も
と
に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
の
せ
い
も
あ
っ
て
伝
来
の
流
派
の
交
流
が
活

に
な
り
、
各
流
派
の

同
一
性
が
次
第
に
く
ず
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
帝
国
主
義
に
よ

る
韓
国
固
有
文
化
の
抹
殺
政
策
、
西
洋
興
行
物
の
流
入
、
氾
濫
な
ど
に
よ
り
パ

ン
ソ
リ
が
次
第
に
衰
退
へ
の
道
を
た
ど
り
始
め
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
次
ぐ
一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
ま
で
は
張
判
介
、
金
正
文
、
孔

昌
植
、
林
バ
ン
ウ
ル
、
李
花
仲
仙
、
金
演
洙
、
朴
緑
珠
な
ど
が
活
躍
し
た
時
代

で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
韓
国
戦
争
な
ど
の
外
的
条
件
、
西
洋
芸
能
の

氾
濫
な
ど
に
よ
り
、
パ
ン
ソ
リ
は
最
悪
の
条
件
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
界

面
調
中
心
の
哀
傷
的
音
調
が
主
流
に
な
り
始
め
た
時
代
で
、
林
バ
ン
ウ
ル
は
こ

の
時
代
の
傑
出
し
た
広
大
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
以
後
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
保
護
政
策
が
施
行
さ
れ
、
金
演
洙
、

金
如
蘭
、
鄭

秀
、
朴
東
鎮
、
朴
初
月
、
金
素
姫
、
朴
奉
述
、
鄭
権
震
な
ど
が

〈
無
形
文
化
財
技
能
保
有
者

と
し
て
政
府
の
支
援
を
受
け
る
事
に
な
る
。
そ

の
後
、
呉
貞
淑
、
姜
道
根
、
韓
勝
鎬
、
成
昌
順
、
趙
相
賢
な
ど
も
指
定
さ
れ
た
。

趙
通
達
、
安
淑
善
な
ど
の
活
躍
も
目
立
っ
て
い
る
。
最
近
は
パ
ン
ソ
リ
よ
り
も

そ
の
派
生
ジ
ャ
ン
ル
の
唱
劇
の
方
が
活

で
あ
る
。

五
、
パ
ン
ソ
リ
と
近
隣
の
ジ
ャ
ン
ル

パ
ン
ソ
リ
と
隣
り
合
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
短
歌
、
伽

琴
並
唱
、
唱
劇
な
ど
が

あ
る
。

短
歌
（
タ
ン
カ
）
パ
ン
ソ
リ
の
演
唱
に
先
だ
ち
、
広
大
が
喉
を
和
ら
げ
、

そ
の
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
調
節
す
る
た
め
に
歌
う
短
い
歌
が
短
歌
（
タ
ン

カ
）
で
、
虚
頭
歌
（
ホ
ト
カ
、
冒
頭
の
歌
）
と
も
い
う
。
そ
の
内
容
は
パ
ン
ソ

リ
と
は
独
立
し
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
を
歌
う
こ
と
も
あ
る
。

縄
渡
唱
（
ス
ン
ド
チ
ャ
ン
）
綱
渡
り
の
曲
芸
を
し
な
が
ら
歌
う
パ
ン
ソ
リ

を
縄
渡
唱
と
云
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
そ
の
伝
承
が
と
ぎ
れ
た
。

伽

琴
並
唱
（
カ
ヤ
ク
ム
ビ
ョ
ン
チ
ャ
ン
）

演
唱
者
が
伽

琴
（
新
羅

琴
）
を
弾
き
な
が
ら
歌
い
、
鼓
手
は
長
鼓
（
チ
ャ
ン
ゴ
）
で
拍
子
を
と
る
。
短

歌
、
あ
る
い
は
パ
ン
ソ
リ
の
一
部
を
独
立
さ
せ
て
演
唱
す
る
。
一
九
世
紀
の
末

頃
、
パ
ン
ソ
リ
か
ら
派
生
さ
れ
た
と
い
う
。

唱
劇
（
チ
ャ
ン
ク
ク
）
今
世
紀
初
、
中
国
の
京
劇
に
刺
戟
さ
れ
、
パ
ン
ソ

リ
か
ら
派
生
し
た
。
パ
ン
ソ
リ
の
演
劇
性
を
積
極
的
に
活
性
化
し
、
複
数
の
唱

者
が
登
場
し
て
オ
ペ
ラ
み
た
い
に
演
出
す
る
の
が
唱
劇
で
あ
る
。
伝
統
の
パ
ン

ソ
リ
を
脚
色
し
て
も
や
り
、
脚
本
を
創
作
し
て
も
や
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら

五
〇
年
代
に
か
け
て
大
い
に
は
や
っ
た
。
そ
の
後
一
時
衰
退
し
た
が
、
近
来
は

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

四



あ
る
程
度
盛
り
返
し
の
よ
う
す
を
呈
し
て
い
る
。

新
作
パ
ン
ソ
リ

八
・
一
五
解
放
後
、
民
族
の
英
雄
、
独
立
闘
士
な
ど
の
行

蹟
を
讃
え
る
新
作
パ
ン
ソ
リ
が
解
放
の
感
激
と
と
も
に
一
時
は
や
り
、「
李
舜

臣
将
軍
歌
」「
烈
士
歌
」
な
ど
が
創
作
演
唱
さ
れ
た
が
程
な
く
し
て
衰
退
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
以
後
、
反
体
制
の
詩
人
金
芝
河
に
よ
っ
て
「
糞
の
海
」「
ソ

リ
の
由
来
」
な
ど
の
諷
刺
詩
が
作
ら
れ
、
若
手
の
パ
ン
ソ
リ
唱
者
が
作
曲
し
た

現
実
批
判
、
社
会
諷
刺
を
内
容
と
す
る
新
作
の
パ
ン
ソ
リ
が
演
唱
さ
れ
た
が
、

そ
の
芸
術
的
成
果
の
如
何
は
明
日
に
期
待
す
る
し
か
無
い
よ
う
で
あ
る
。

マ
ダ
ン
グ
ッ

近
来
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
マ
ダ
ン
グ
ッ
で
あ
る
。

演
出
は
唱
劇
に
似
て
い
る
が
、
舞
台
の
仕
組
み
は
タ
ル
チ
ュ
ム
（
仮
面
劇
）
の

よ
う
に
観
衆
に
囲
ま
れ
た
四
角
の
平
面
舞
台
で
演
出
さ
れ
、
主
に
パ
ン
ソ
リ
の

パ
ロ
デ
ィ
、
現
実
諷
刺
な
ど
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
つ
の
新
し
い
方
向

を
開
い
た
と
い
う
面
で
注
目
に
値
す
る
。

六
、
パ
ン
ソ
リ
の
演
唱
様
式

パ
ン
ソ
リ
を
演
唱
し
、
鑑
賞
す
る
場
を
ソ
リ
バ
ン
と
い
う
。
ソ
リ
パ
ン
は
一

人
の
広
大
（
ク
ァ
ン
テ
、
唱
者
）
と
一
人
の
鼓
手
（
コ
ス
）
と
聴
衆
と
で
成
り

立
つ
。
広
大
が
鼓
手
の
長
短
（
チ
ャ
ン
タ
ン
、
拍
子
）
に
合
わ
せ
て
演
唱
す
る

の
を
、
居
合
わ
せ
た
聴
衆
が
鑑
賞
す
る
場
合
、
ソ
リ
パ
ン
が
成
立
す
る
。

昔
か
ら
〈
第
一
に
鼓
手
、
第
二
に
名
唱

と
い
う
語
が
伝
わ
れ
て
い
る
。
鼓

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

五

手
の
役
割
を
強
調
し
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
鼓
手
は
ま
ず
、
鼓
（
コ
）
を
打
っ

て
長
短
（
拍
子
）
を
と
る
伴
奏
者
で
あ
る
が
、
ま
た
広
大
の
歌
に
合
わ
せ
て
ボ

ビ
ウ
ィ
（
調
子
合
せ
）
と
チ
ュ
イ
ム
セ
（
は
や
し
）
も
や
り
、
広
大
の
ノ
ル
ム

セ
（
演
技
的
動
作
）
の
相
対
役
も
す
る
。
こ
の
面
で
、
日
本
の
語
り
物
の
伴
奏

者
と
は
異
な
る
。
パ
ン
ソ
リ
の
伴
奏
楽
器
は
鼓
で
あ
る
が
、
語
り
物
の
伴
奏
楽

器
は
も
と
は
さ
さ
ら
で
、
そ
の
後
は
三
味
線
で
伴
奏
す
る
よ
う
に
な
る
。
パ
ン

ソ
リ
の
鼓
手
の
チ
ュ
イ
ム
セ
は
語
り
物
の
伴
奏
者
の
は
や
し
に
比
し
て
よ
り
積

極
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ソ
リ
パ
ン
に
お
い
て
聴
衆
の
役
割
も
重
要
で
あ
る
。
聴
衆
は
演
唱
の
受
容

者
・
鑑
賞
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
演
唱
へ
の
参
与

者
・
共
演
者
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
る
。
ソ
リ
パ
ン
の
本
来
の
様
相
は
そ

の
中
央
に
一
定
の
空
間
が
設
け
ら
れ
、
広
大
は
立
ち
（
時
に
は
演
技
的
動
作
に

伴
っ
て
坐
っ
た
り
歩
い
た
り
も
す
る
）、
鼓
手
は
彼
に
向
い
合
っ
て
坐
っ
て
演

出
し
、
聴
衆
は
彼
ら
を
囲
ん
で
鑑
賞
す
る
。
つ
ま
り
、
舞
台
と
客
席
が
二
元
的

に
か
け
は
な
れ
て
い
る
西
洋
音
楽
の
公
演
様
式
と
は
違
っ
て
、
ソ
リ
パ
ン
で
は

両
者
が
同
一
平
面
に
置
か
れ
一
体
に
な
る
。
聴
衆
も
ソ
リ
の
調
子
に
合
わ
せ
て

チ
ュ
イ
ム
セ
も
や
り
、
批
評
も
し
、
た
ま
に
は
広
大
・
鼓
手
と
対
話
も
交
す
。

つ
ま
り
部
分
的
で
は
あ
る
が
聴
衆
も
演
唱
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
語
り
物
の

聴
衆
も
は
や
し
、
掛
け
声
な
ど
を
す
る
が
パ
ン
ソ
リ
の
場
合
よ
り
は
消
極
的
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。



パ
ン
ソ
リ
は
勿
論
一
定
の
バ
デ
ィ
（
各
流
派
の
テ
キ
ス
ト
）
が
あ
る
。
し
か

し
、
歴
代
の
名
人
は
例
外
な
く
新
し
い
バ
デ
ィ
の
創
始
者
で
あ
る
こ
と
も
看
過

で
き
な
い
。
パ
ン
ソ
リ
の
即
興
性
・
現
場
性
に
よ
る
創
造
的
自
由
が
多
い
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

七
、
パ
ン
ソ
リ
の
構
成
要
素

申
在
孝
の
「
広
大
歌
」
に
は
、
広
大
の
備
う
べ
き
要
件
と
し
て
、
容
貌
、
辞

説
（
サ
ソ
ル
、
唱
本
の
文
章
）、
得
音
（
ト
ク
ゥ
ム
、
声
の
良
さ
）
と
ノ
ル
ム

セ
（
演
技
動
作
）
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

容
貌

は
先
天
的
条
件

で
あ
る
か
ら
別
と
し
て
、
残
り
の
三
つ
の
条
件
は
パ
ン
ソ
リ
の
三
要
素
で
も
あ

る
。
パ
ン
ソ
リ
は
文
学
（
辞
説
）
と
音
楽
（
得
音
・
唱
）
と
演
技
（
ノ
ル
ム

セ
）
が
三
位
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

、
辞
説

パ
ン
ソ
リ
の
歌
詞
、
こ
れ
を
文
章
に
し
た
の
が
唱
本
で
あ
る
。

こ
れ
は
パ
ン
ソ
リ
の
文
学
的
面
で
あ
る
。
唱
本
を
小
説
に
書
き
変
え
た
の
が
所

謂
パ
ン
ソ
リ
系
小
説
で
あ
る
。
辞
説
は
四
四
調
（
三
四
、
四
三
調
）
の
律
文
が

主
流
に
な
る
が
、
散
文
ま
た
は
口
語
も
混
用
さ
れ
る
。
パ
ン
ソ
リ
の
文
章
を

〈
長
い
叙
事
詩
体

と
い
う
人
も
い
る
。
パ
ン
ソ
リ
の
演
唱
様
式
は
浄
瑠
璃
、

浪
花
節
な
ど
語
り
物
芸
能
と
た
い
へ
ん
類
似
し
て
い
る
。
一
定
の
物
語
を
演
唱

し
て
い
く
面
で
、
各
各
、
伝
統
的
律
文
（
パ
ン
ソ
リ
は
四
四
調
、
語
り
物
は
七

五
調
）
を
主
流
に
し
て
い
る
面
で
、
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
り
物
は
〈
語

り

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
パ
ン
ソ
リ
は
歌
（
唱
）
が
主
流
に
な
っ
て
お

り
、
特
に
浄
瑠
璃
は
人
形
操
り
の
発
展
に
伴
い
戯
曲
に
傾
い
て
い
く
が
、
パ
ン

ソ
リ
は
音
楽
が
主
流
で
あ
る
。
井
野
辺
潔
の
分
類
に
よ
れ
ば
語
り
物
は
〈
語
り

芸

に
、
パ
ン
ソ
リ
は
〈
歌
う
芸

に
類
別
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

、
唱
、
ア
ニ
リ
、
ド
ソ
ブ

こ
の
三
つ
は
パ
ン
ソ
リ
演
唱
の
三
要
素
で
あ

る
。
唱
は
歌
で
あ
る
。
パ
ン
ソ
リ
の
流
れ
の
主
流
を
な
す
。
し
か
し
一
定
の
唱

を
し
た
後
は
語
る
。
こ
れ
が
ア
ニ
リ
で
あ
る
。
ア
ニ
リ
は
そ
れ
な
り
の
芸
術
的

役
割
が
あ
る
。
唱
で
高
揚
さ
れ
た
緊
張
は
多
く
の
場
合
、
ア
ニ
リ
に
よ
っ
て
弛

緩
さ
れ
る
。
パ
ン
ソ
リ
に
お
け
る
嘆
き
と
笑
い
の
く
り
か
え
し
も
、
緊
張
と
弛

緩
の
こ
の
よ
う
な
構
造
に
相
応
す
る
と
い
え
る
。
パ
ン
ソ
リ
の
即
興
性
、
現
場

性
が
最
も
濃
厚
に
現
れ
る
の
は
こ
の
ア
ニ
リ
の
時
で
あ
る
。

ア
ニ
リ
が
段
だ
ん
と
高
調
す
る
と
そ
こ
に
お
の
ず
と
無
拍
の
リ
ズ
ム
が
着
く
。

こ
れ
が
ト
ソ
プ
で
あ
る
。
ト
ソ
プ
は
次
の
唱
が
始
ま
る
直
前
に
出
て
く
る
場
合

が
多
い
。
ア
ニ
リ
｜
ト
ソ
ブ
｜
唱
の
進
行
様
相
は
浄
瑠
璃
で
の
「
詞
」｜「
色
」

｜「
地
」
の
進
行
様
相
と
ほ
ぼ
、
対
応
す
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
無
拍
リ
ズ

ム
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
「
地
」
と
有
拍
リ
ズ
ム
で
一
貫
す
る
唱
と
は
大
い
に

異
な
る
。
浄
瑠
璃
に
は
ウ
タ
も
あ
る
が
こ
れ
ら
は
外
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
、

ま
た
そ
れ
に
似
せ
て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。

広
大
の
声
音
に
は
ス
リ
ソ
ン
グ
（
し
わ
が
れ
声
）、
チ
ョ
ン
グ
ソ
ン
グ
（
声

量
豊
か
な
美
声
）、
陽
声
（
清
ら
か
な
明
る
い
声
）、
ト
ク
モ
ク
（
濁
っ
た
声
）

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の
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な
ど
い
ろ
い
ろ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
ス
リ
ソ
ン
グ
と
チ
ョ
ン
グ
ソ
ン

グ
を
兼
ね
具
え
た
声
が
最
も
推
奨
さ
れ
る
。
こ
の
面
、
浄
瑠
璃
、
浪
花
節
と
パ

ン
ソ
リ
は
相
似
し
て
い
る
。

、
ノ
ル
ム
セ

バ
ル
ニ
ム
と
も
言
う
。
パ
ン
ソ
リ
を
演
唱
す
る
際
の
広
大

の
演
技
的
し
ぐ
さ
。
広
大
は
歌
い
、
語
り
な
が
ら
同
時
に
そ
の
叙
事
的
状
況
を

演
技
的
し
ぐ
さ
で
表
現
す
る
。
こ
れ
が
ノ
ル
ム
セ
で
あ
る
。
ノ
ル
ム
セ
の
際
に

は
広
大
の
手
に
携
え
た
合
竹
扇
も
相
応
の
表
現
を
す
る
。
広
大
は
作
中
の
あ
ら

ゆ
る
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
あ
ら
ゆ
る
人
物
に
成
り
変
り
な
が
ら
歌
い
、
ノ
ル
ム

セ
を
す
る
。
こ
の
面
で
、
パ
ン
ソ
リ
は
義
太
夫
の
語
り
と
人
形
操
り
の
人
形
劇

が
分
化
さ
れ
て
い
る
文
楽
と
は
異
り
、
語
り
手
が
一
定
の
場
で
演
技
的
動
作
無

し
に
語
る
浪
花
節
と
も
異
る
。

、
チ
ュ
イ
ム
セ
（
囃
子
、
掛
け
声
）

広
大
、
鼓
手
、
聴
衆
が
三
位
一
体

の
共
演
者
と
な
り
う
る
契
機
と
な
る
の
が
チ
ュ
イ
ム
セ
の
瞬
間
で
あ
る
。
チ
ュ

イ
ム
セ
に
は
鼓
手
の
チ
ュ
イ
ム
セ
と
聴
衆
の
そ
れ
の
二
種
が
あ
る
。
鼓
手
の
チ

ュ
イ
ム
セ
は
広
大
の
唱
を
引
き
立
た
せ
る
役
割
、
唱
の
と
ぎ
れ
の
間
を
満
た
す

役
割
、
ソ
リ
パ
ン
の
興
趣
を
盛
り
上
が
ら
せ
る
役
割
な
ど
を
す
る
。
聴
衆
の
チ

ュ
イ
ム
セ
は
演
唱
者
へ
の
共
感
的
参
与
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
演
唱

が
絶
頂
に
達
し
た
瞬
間
、
芸
術
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
自
然
発
生
的
讃
嘆
と
し
て

沸
き
あ
が
る

采
の
声
が
聴
衆
の
チ
ュ
イ
ム
セ
で
あ
る
。
チ
ュ
イ
ム
セ
に
は
、

〈
オ
ル
シ
グ
〈
チ
ョ
ウ
タ
ー
・
う
ま
い
〈
チ
ャ
ル
ハ
ン
ダ
ー
・
よ
く
や
っ
た

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

七

な
ど
が
あ
る
。
能
や
浄
瑠
璃
の
は
や
し
が
概
ね
伴
奏
者
に
よ
っ
て
規
則
的
に
発

せ
ら
れ
る
の
と
は
異
る
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
来
に
は
韓
国
で
も
聴
衆
の
チ

ュ
イ
ム
セ
は
だ
ん
だ
ん
と
拍
手
に
代
っ
て
い
く
の
が
現
状
で
あ
る
。
古
来
の
ソ

リ
パ
ン
で
で
は
な
く
、
舞
台
と
客
席
が
二
元
化
さ
れ
て
い
る
近
代
的
劇
場
で
の

公
演
に
な
り
変
っ
て
い
く
せ
い
で
あ
ろ
う
。

八
、
唱
調
と
長
短

物
語
の
進
行
に
伴
い
、
そ
の
各
各
の
叙
事
的
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
唱
調
（
チ

ャ
ン
チ
ョ
・
ト
ー
ン
）
と
長
短
（
チ
ャ
ン
タ
ン
・
拍
子
）
も
変
化
す
る
。

、
唱
調
に
は
、
羽
調
（
ウ
チ
ョ
）、
平
調
（
ピ
ョ
ン
チ
ョ
）、
界
面
調
（
ケ

ミ
ョ
ン
チ
ョ
）、
キ
ョ
ン
ド
ル
、
ソ
ル
ロ
ン
チ
ェ
、
メ
ナ
リ
チ
ョ
、
チ
ュ
チ
ョ

ン
モ
ク
な
ど
色
色
あ
る
が
、
代
表
的
な
の
は
羽
調
、
平
調
、
界
面
調
の
三
つ
で

あ
る
。
唱
調
は
パ
ン
ソ
リ
の
旋
律
構
造
と
も
関
り
を
有
す
る
と
主
張
す
る
見
解

も
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
ト
ー
ン
の
差
異
の
み
の
問
題
と
看
做
す
。

羽
調
は
雄
雄
し
く
壮
重
な
男
性
的
唱
調
で
あ
る
。
そ
の
雄
雄
し
さ
の
最
も
強

烈
な
の
が
ジ
ン
羽
調
（
ま
た
は
号
令
調
）、
や
や
ゆ
る
い
の
が
平
羽
調
、
悠
長

で
上
品
ぶ
っ
た
唱
法
が
歌
曲
声
羽
調
で
、
こ
れ
は
宮
廷
音
楽
の
一
種
の
歌
曲
の

唱
法
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
称
を
な
す
の
が
界
面
調
で
、
悲
し

み
と
歎
き
の
こ
も
っ
た
女
性
的
唱
調
で
あ
る
。
最
っ
と
も
哀
れ
っ
ぽ
い
唱
調
が

ジ
ン
界
面
、
悲
し
み
と
嘆
き
を
内
面
に
抑
え
た
比
較
的
に
落
ち
着
い
た
唱
調
が



タ
ン
界
面
、
な
お
一
層
淡
白
な
唱
調
が
平
界
面
で
あ
る
。
平
調
は
羽
調
と
界
面

調
の
中
間
に
置
か
れ
る
唱
調
で
あ
る
。
温
和
淡
白
な
唱
調
で
あ
る
。

、
長
短

韓
国
の
古
典
音
楽
の
長
短
（
拍
子
・
リ
ズ
ム
）
は
二
つ
の
面
で

日
本
の
そ
れ
と
大
い
に
異
る
。
日
本
の
古
典
音
楽
の
リ
ズ
ム
は
無
拍
の
リ
ズ
ム

（
追
分
節
調
）
と
有
拍
の
リ
ズ
ム
（
八
木
節
調
）
が
二
大
系
統
を
な
し
て
い
る

が
韓
国
の
古
典
音
楽
の
リ
ズ
ム
は
ご
く
わ
ず
か
の
例
外
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
が
有
拍
の
リ
ズ
ム
で
な
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
有
拍
の
リ
ズ
ム
は
二
拍
子

な
い
し
二
拍
子
系
統
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
の
リ
ズ
ム
は
三
拍
子
系

統
と
四
拍
子
・
二
拍
子
が
二
大
系
統
を
な
し
、
む
し
ろ
三
拍
子
系
統
が
優
勢
で

あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
差
異
は
パ
ン
ソ
リ
と
謡
曲
、
浄

瑠
璃
、
浪
花
節
な
ど
と
の
音
楽
的
相
異
に
相
応
す
る
よ
う
で
あ
る
。

鼓
手
は
鼓
の
胴
を
床
に
置
き
、
一
方
の
手
で
は
枹
で
、
ま
た
一
方
の
手
で
は

平
手
で
打
つ
。
枹
で
は
鼓
面
と
胴
を
、
平
手
で
は
鼓
面
だ
け
を
打
つ
。
パ
ン
ソ

リ
の
長
短
に
は
次
の
よ
う
な
八
種
が
あ
る
。

※

次
の
括
弧
内
は
原
拍
（
ウ
ォ
ン
バ
ク
・
基
本
拍
子
）
の
呼
称
、
数
字
は

拍
子
の
順
序
、
片
仮
名
は
各
拍
子
の
名
称
で
、
鼓
の
打
ち
方
を
も
表
す
。

ハ
ブ
・

鼓
の
両
面
を
枹
と
平
手
で
、
間
髪
の
時
差
を
置
い
て
ほ
と
ん

ど
同
時
に
打
つ
。
グ
ン
・

平
手
で
鼓
面
を
打
つ
。
タ
・

枹
で
鼓

の
胴
を
打
つ
。
チ
ョ
ク
・

枹
で
は
鼓
の
胴
を
、
平
手
で
は
鼓
面
を
同

時
に
打
つ
。
○

鼓
面
も
胴
も
打
た
ず
に
休
む
拍
子
。

・

・

、
チ
ニ
ャ
ン
チ
ョ
・

最
も
緩
慢
な
拍
子
。
六
拍
子
で
一
小
節
、

春
夏
秋
冬
の
四
小
節
で
一
楽
句
節
を
成
す
が
例
外
も
あ
る
。
の
ど
か
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
場
面
、
せ
つ
な
い
嘆
き
に
沈
む
場
面
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

春
の
拍
子
だ
け
を
紹
介
す
る
。（
一
・
ハ
ブ

二
・
グ
ン

三
・
グ
ン

四
・

グ
ン

五
・
タ
ー

六
・
タ
ー
）

、
チ
ュ
ン
モ
リ
・

パ
ン
ソ
リ
に
お
い
て
最
も
基
本
を
な
す
拍
子
。

一
二
拍
子
で
一
小
節
、
一
小
節
が
一
楽
句
節
と
な
る
。
最
も
標
準
的
テ
ン
ポ
と

言
え
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
速
く
も
緩
や
か
に
も
な
る
。
最
も
ゆ
る
や
か
な

の
が
ヌ
リ
ン
チ
ュ
ン
モ
リ
、
や
や
速
い
の
が
ピ
ョ
ン
チ
ュ
ン
モ
リ
、
最
も
速
い

の
が
タ
ン
チ
ュ
ン
モ
リ
で
あ
る
。（
一
・
ハ
ブ

二
・
グ
ン

三
・
タ

四
・

グ
ン

五
・
グ
ン

六
・
タ

七
・
グ
ン

八
・
グ
ン

九
・
チ
ョ
ク

一

〇
・
グ
ン

一
一
・
グ
ン

一
二
・
グ
ン
）

、
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
モ
リ
・

チ
ュ
ン
モ
リ
と
同
じ
く
一
二
拍
子

で
一
小
節
、
一
小
節
で
一
楽
句
節
を
成
す
が
、
チ
ュ
ン
モ
リ
よ
り
や
や
、
テ
ン

ポ
が
速
く
軽
快
で
あ
る
。
（
一
・
ハ
ブ

二
・
○

三
・
タ

四
・
グ
ン

五
・
タ

六
・
タ

七
・
グ
ン

八
・
グ
ン

九
・
チ
ョ
ク

一
〇
・
グ
ン

一
一
・
○

一
二
・
グ
ン
）

、
オ
ツ
チ
ュ
ン
モ
リ
・

比
較
的
に
緩
や
か
な
拍
子
。
六
拍
子

で
一
小
節
、
二
小
節
で
一
楽
句
節
を
成
す
。
主
に
高
責
な
人
物
の
挙
動
を
描
く

場
合
、
め
で
た
い
状
況
を
描
く
場
合
の
長
短
。
平
調
の
唱
調
と
結
合
さ
れ
る
場

・

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

八



合
が
多
い
。（
一
・
ハ
ブ

二
・
グ
ン

三
・
タ

四
・
グ
ン

五
・
チ
ョ
ク

六
・
グ
ン
）

、
オ
ツ
モ
リ
・

一
〇
拍
子
で
一
楽
句
節
を
成
す
。
パ
ン
ソ
リ
の

中
で
最
も
特
異
な
拍
子
で
、
比
較
的
に
速
く
軽
快
な
テ
ン
ポ
。
僧
、
道
士
、
虎
、

勇
将
な
ど
、
例
外
的
な
存
在
が
登
場
す
る
場
合
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。（
一
・

ハ
ブ

二
・
○

三
・
タ

四
・
タ

五
・
○

六
・
グ
ン

七
・
○

八
・

タ

九
・
グ
ン

一
〇
・
○
）

、
チ
ャ
ジ
ン
モ
リ
・

テ
ン
ポ
が
速
く
、
四
拍
子
で
一
小
節
、

一
小
節
で
一
楽
句
節
を
成
す
。
物
事
を
長
長
と
羅
列
す
る
時
、
緊
迫
し
た
状
況

を
表
す
時
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
モ
リ
と
並
ん
で
鼓
の
打
ち
方

の
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
最
も
多
い
。（
一
・
ハ
ブ

二
・
グ
ン

三
・
グ
ン

四
・
グ
ン
）

、
ヒ
モ
リ
・

二
拍
子
で
、
テ
ン
ポ
が
最
も
速
く
、
最
も
緊
迫
し

た
状
況
を
表
す
時
に
使
わ
れ
る
。（
一
・
ハ
ブ

二
・
グ
ン
）

、
セ
マ
チ
・

拍
子
と
鼓
の
打
ち
方
は
チ
ニ
ャ
ン
チ
ョ
と
同
じ
で

あ
る
が
、
テ
ン
ポ
は
軽
快
で
、
諧
謔
的
な
状
況
を
表
す
時
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
原
拍
（
基
本
拍
子
）
を
も
と
に
し
、
鼓
手
は
鼓
の
打
ち
方
に
い
ろ

い
ろ
の
技
巧
と
パ
リ
エ
イ
シ
ォ
ン
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は
鼓
手
の
即
興
性
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
。

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

九

九
、
パ
ン
ソ
リ
五
篇
の
梗
概

現
在
実
演
さ
れ
て
い
る
五
篇
の
パ
ン
ソ
リ
の
概
要
を
記
す
事
に
す
る
。
パ
ン

ソ
リ
は
そ
の
制
（
東
便
制
、
西
便
制
、
中
高
制
）
に
し
た
が
っ
て
、
ま
た
同
じ

制
で
も
そ
の
バ
デ
ィ
（
傅
承
の
テ
キ
ス
ト
）
に
し
た
が
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
偏

差
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
各
各
に
共
通
す
る
梗
概
を
要
約
す
る
。

〈
春
香
歌

ナ
モ
ン
・
南
原
の
退
妓
（
年
老
い
て
キ
セ
ン
・
妓
生
﹇
芸
者
〕

か
ら
身
を
引
い
て
い
る
女
）
ウ
ォ
ル
メ
・
月
梅
の
娘
の
ソ
ン
チ
ュ
ン
ヒ
ャ
ン
・

成
春
香
は
南
原
府
使
（
地
方
長
官
）
の
息
子
の
イ
モ
ン
ニ
ョ
ン
・
李
夢
龍
と
広

寒
楼
で
会
い
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
の
縁
を
結
ぶ
。
二
人
の
愛
は
深
く
な

っ
て
い
く
が
、
李
は
内
職
（
中
央
の
官
吏
）
に
栄
転
す
る
父
と
一
諸
に
ソ
ウ
ル

に
行
く
し
か
な
い
の
で
、
男
女
は
再
会
を
約
し
て
別
れ
る
。
新
任
府
使
の
ビ
ョ

ン
ハ
ク
ト
・
卞
学
道
は
も
と
か
ら
春
香
の
す
ぐ
れ
た
姿
色
を
耳
に
し
て
い
た
の

で
彼
女
を
呼
び
い
れ
、
侍
く
よ
う
、
言
い
寄
る
。
春
香
は
、
烈
女
は
二
夫
に
仕

え
な
い
と
言
っ
て
拒
む
。
賤
し
い
妓
生
に
烈
女
と
は
出
過
ぎ
た
こ
と
だ
と
か
ら

か
う
が
、
春
香
は
、
貞
節
に
身
分
の
上
下
の
区
別
は
な
い
と
、
立
ち
向
か
う
。

春
香
は
む
ご
い
拷
問
の
末
、
投
獄
さ
れ
る
。
さ
て
、
科
挙
（
国
家
考
試
）
に
合

格
し
て
暗
行
御
史
（
民
情
を
さ
ぐ
る
王
の
隠
密
の
特
使
）
に
任
命
さ
れ
た
李
夢

龍
は
乞
食
に
身
を
や
つ
し
て
南
原
に
向
う
。
途
中
で
バ
ン
ジ
ャ
・
房
子
（
召
し

使
い
）
に
会
い
、
春
香
の
手
紙
を
読
ん
で
情
況
を
知
る
。
夜
、
ひ
そ
か
に
月
梅



の
家
に
し
の
び
い
る
。
ひ
た
す
ら
婿
の
李
が
全
羅
監
使
に
で
も
な
っ
て
娘
を
救

っ
て
下
さ
る
よ
う
に
と
、
七
星
壇
（
民
俗
の
祭
壇
）
に
祈
っ
て
い
た
月
梅
は
、

乞
食
の
身
な
り
の
婿
に
愛
想
を
つ
か
し
て
つ
ら
く
あ
た
る
が
、
李
は
身
分
を
明

か
さ
な
い
。
夜
中
に
ひ
そ
か
に
獄
中
の
春
香
に
会
い
に
行
く
。
明
日
は
処
刑
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
、
や
つ
れ
た
姿
の
春
香
の
遺
言
を
聞
か
さ
れ
る
が
、
彼

女
に
も
自
身
の
身
分
を
明
か
さ
な
い
。
い
よ
い
よ
、
卞
学
道
の
宴
の
日
で
あ
る
。

宴
の
す
え
に
は
春
香
が
処
刑
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
宴
の
場
に
乞
食
の
身
な

り
の
李
が
無
理
強
い
に
入
り
、
酒
食
を
食
べ
た
あ
と
、
腐
敗
し
た
官
吏
を
諷
刺

す
る
詩
を
書
き
残
し
て
去
る
。
つ
い
に
、
獄
中
の
春
香
が
庭
に
連
れ
出
さ
れ
、

処
刑
さ
れ
る
間
際
に
、
暗
行
御
史
の
出
道
ぞ

と
い
う
叫
び
が
四
方
よ
り
湧

き
上
が
る
。
暗
行
御
史
の
李
が
登
場
し
、
春
香
は
救
わ
れ
、
無
実
の
罪
人
た
ち

も
皆
、
釈
放
さ
れ
る
。
卞
学
道
は
罷
免
さ
れ
る
。

〈
沈
清
（
睛
）
歌

生
れ
て
す
ぐ
母
に
死
に
別
れ
、
目
の
見
え
な
い
父
の
シ

ム
ポ
ン
サ
・
沈
奉
事
の
手
で
育
て
ら
れ
た
シ
ム
チ
ョ
ン
・
沈
清
は
、
物
心
が
着

い
て
か
ら
は
自
身
が
飯
乞
い
を
し
て
父
を
養
う
。
あ
る
日
、
娘
の
帰
り
を
待
ち

倦
ん
だ
父
が
外
に
出
て
行
き
、
足
を
誤
ま
っ
て

に
陥
い
る
が
、
通
り
か
か
っ

た
坊
さ
ん
が
救
い
出
し
て
や
る
。
坊
さ
ん
は
、
供
養
米
三
百
石
を
お
寺
に
施
主

す
れ
ば
、
仏
様
の
法
力
に
よ
っ
て
目
が
開
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
沈
奉
事
に
言

う
。
こ
の
事
を
聞
い
た
沈
清
は
、
そ
の
供
養
米
を
得
る
た
め
、
商
売
の
船
人
に
、

龍
王
（
海
の
神
）
を
鎮
め
る
い
け
に
え
と
し
て
自
身
を
売
っ
て
イ
ン
ダ
ン
ス
の

海
に
身
を
投
じ
る
が
、
龍
王
の
助
け
に
よ
り
、
蓮
の
蕾
に
乗
せ
ら
れ
て
海
に
浮

ぶ
。
た
ま
た
ま
、
商
売
か
ら
の
帰
り
が
け
の
船
人
た
ち
に
見
つ
け
ら
れ
、
そ
の

蓮
の
花
は
皇
帝
に
奉
げ
ら
れ
る
。
独
り
身
の
皇
帝
は
花
か
ら
現
れ
た
沈
清
を
見

つ
け
、
天
が
さ
ず
け
た
配
偶
で
あ
る
と
し
て
、
彼
女
を
皇
后
に
迎
え
る
。
沈
清

が
皇
后
に
な
っ
た
後
は
、
天
下
泰
平
で
富
が
四
海
に
あ
ま
ね
く
よ
う
に
な
る
。

然
し
栄
誉
の
極
に
い
な
が
ら
も
父
の
行
方
を
知
ら
な
い
彼
女
は
憂
い
に
沈
む
ば

か
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
皇
帝
の
は
か
ら
い
で
目
の
見
え
な
い
人
達
の
為

の
宴
が
設
け
ら
れ
る
。
未
だ
、
目
が
開
か
な
い
ま
ま
、
ペ
ン
パ
と
い
う
質
の
悪

い
女
に
さ
ん
ざ
ん
欺
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
苦
し
み
を
な
め
尽
し
た
末
、
よ
う
や

く
た
ど
り
着
い
た
沈
奉
事
を
見
つ
け
た
沈
清
は

お
と
う
さ
ん
！

と
叫
び
な

が
ら
父
の
と
こ
ろ
へ
駆
け
よ
る
。
死
ん
だ
は
ず
の
娘
の
声
に
、
驚
き
と
喜
び
の

あ
ま
り
目
を
パ
チ
パ
チ
す
る
間
に
、
彼
の
目
は
パ
ッ
と
開
く
。
同
時
に
宴
に
居

合
わ
せ
た
人
達
ば
か
り
で
な
く
、
未
だ
宴
の
場
に
た
ど
り
着
か
な
い
人
び
と
、

鳥
や
獣
に
至
る
ま
で
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
皆
、
一
斉
に
目
を
開
い
て
世

の
中
は
光
明
の
天
地
と
な
る
。

〈
興
甫
歌

欲
張
り
で
金
持
ち
の
ノ
ル
ボ
は
気
立
て
の
善
良
な
弟
の
フ
ン

ボ
・
興
甫
の
家
族
を
家
か
ら
追
い
出
す
。
兄
か
ら
親
の
遺
産
を
少
し
も
分
け
て

も
ら
え
な
い
ま
ま
追
い
出
さ
れ
た
興
甫
の
家
族
は
路
頭
に
さ
ま
よ
う
。
夫
婦
が

働
い
て
も
沢
山
の
子
供
の
飢
え
を
癒
す
事
が
で
き
な
い
。
家
族
が
泣
き
悲
し
ん

で
い
る
折
、
通
り
か
か
っ
た
一
人
の
坊
さ
ん
が
興
甫
に
家
を
建
て
る
場
所
を
教

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

一
〇



え
て
や
る
。
そ
の
家
に
住
め
ば
金
持
ち
に
な
る
と
言
い
残
し
て
坊
さ
ん
は
去
る
。

興
甫
は
そ
こ
に
家
を
建
て
て
住
む
。
あ
る
年
の
春
、
燕
の
雛
が
軒
下
か
ら
落
ち

て
脚
を
折
る
。
不
憫
に
思
い
興
甫
は
治
し
て
や
る
。
翌
年
の
春
、
燕
は
カ
ン
ナ

ム
・
江
南
か
ら
ひ
さ
ご
（
匏
）
の
種
を
く
ち
ば
し
に
く
わ
え
て
来
て
、
落
し
て

く
れ
た
の
で
、
興
甫
は
そ
れ
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ひ
さ
ご
の
中
か
ら
い
ろ

い
ろ
の
宝
物
が
出
て
き
て
金
持
ち
に
な
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
ノ
ル
ボ
は
故
意
に
、

燕
の
雛
の
脚
を
折
っ
た
後
、
治
し
て
や
る
。
翌
年
の
春
、
燕
か
ら
得
た
ひ
さ
ご

の
種
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ひ
さ
ご
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
の
化
け
物
が
現
わ
れ

て
ノ
ル
ボ
を
懲
し
め
る
。
こ
れ
を
知
っ
て
か
け
つ
け
て
来
た
興
甫
は
素
寒
貧
に

な
っ
た
ノ
ル
ボ
を
慰
め
、
兄
に
財
産
を
分
け
て
や
り
、
二
人
は
仲
良
く
暮
す
よ

う
に
な
る
。

〈
水
宮
歌

龍
王
（
海
の
王
）
が
病
に
罹
る
が
あ
ら
ゆ
る
薬
が
利
か
な
い
。

嘆
い
て
い
る
折
、
道
士
が
現
れ
、
兎
の
肝
臓
だ
け
が
薬
に
な
る
と
言
っ
て
去
る
。

亀
、
鯉
、
鰻
な
ど
を
始
め
と
す
る
多
く
の
大
臣
た
ち
が
会
議
を
開
く
が
、
誰
も

陸
上
に
行
っ
て
兎
の
肝
臓
を
求
め
て
来
る
と
言
い
出
る
者
は
無
い
。
龍
王
が
、

水
国
に
忠
臣
の
無
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
折
、
ビ
ョ
ル
チ
ュ
ブ
・
鼈
主
簿
（
主

簿
の
官
位
の
す
っ
ぽ
ん
）
が
、
陸
上
に
行
っ
て
兎
を
捕
っ
て
来
る
と
い
う
。
龍

王
は
彼
の
忠
誠
を
讃
え
、
行
く
事
を
許
す
。
す
っ
ぽ
ん
は
兎
の
画
像
を
首
の
出

入
り
す
る
隙
間
に
入
れ
、
遠
い
海
を
泳
い
で
陸
上
に
上
る
。
折
は
春
で
、
鳥
た

ち
が
さ
え
ず
っ
て
い
る
。
ま
た
一
方
を
眺
め
る
と
多
く
の
獣
が
集
っ
て
い
る
。

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の
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首
の
隙
間
に
入
れ
て
き
た
兎
の
画
像
を
取
り
出
し
て
確
か
め
る
の
を
忘
れ
、
虎

を
兎
と
間
違
え
て
ひ
ど
い
め
に
逢
っ
た
り
す
る
が
、
つ
い
に
兎
に
出
会
う
。
す

っ
ぽ
ん
は
兎
を
お
だ
て
あ
げ
、
水
宮
に
入
れ
ば
訓
練
大
将
に
な
れ
る
と
い
う
。

自
惚
れ
の
兎
は
ま
ん
ま
と
欺
さ
れ
水
宮
へ
連
れ
ら
れ
て
い
く
。
龍
王
の
前
で
始

め
て
欺
さ
れ
た
の
を
知
っ
た
兎
は
、
必
死
に
な
っ
て
今
度
は
、
逆
に
自
分
の
方

か
ら
龍
王
を
欺
す
。
兎
は
月
の
精
気
で
生
れ
た
故
、
満
月
の
際
に
は
肝
を
取
り

出
し
、
晦
日
に
は
お
な
か
に
入
れ
る
、
今
は
あ
い
に
く
肝
を
山
の
木
の
枝
に
か

か
げ
て
置
い
て
来
た
の
で
、
自
分
を
放
し
て
下
さ
れ
ば
、
肝
を
持
っ
て
来
る
、

と
言
う
。
龍
王
は
兎
に
欺
さ
れ
、
兎
は
す
っ
ぽ
ん
の
背
中
に
乗
せ
ら
れ
て
再
び

陸
上
に
帰
る
。

〈
赤
壁
歌

〈
三
国
志
演
義

の
一
部
を
パ
ン
ソ
リ
に
し
た
も
の
。
桃
園
の

結
義
、
三
顧
草
廬
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
赤
壁
大
戦
で
敗
れ
た
曹
操
が
華
容
道
で

蜀
の
関
羽
に
出
合
い
、
戦
う
気
力
を
失
い
命
乞
い
を
し
、
寛
大
な
関
羽
が
彼
を

見
逃
し
て
や
る
部
分
ま
で
で
終
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
組
み
は
〈
三
国
志
演

義

か
ら
借
り
て
い
る
が
、
そ
の
情
況
の
展
開
は
全
く
朝
鮮
民
衆
の
反
戦
的
、

反
侵
略
的
願
望
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

一
〇
、
パ
ン
ソ
リ
の
表
象
と
主
題

パ
ン
ソ
リ
の
表
向
き
の
主
題
は
例
外
無
く
朝
鮮
時
代
の
儒
教
の
倫
理
観
で
あ

る
。〈
春
香
歌

は
女
性
の
貞
節
、〈
沈
清
歌

は
孝
、〈
興
甫
歌

は
兄
弟
間



の
友
愛
、〈
水
宮
歌

は
忠
な
ど
。
日
本
の
江
戸
時
代
も
儒
教
的
道
徳
律
を
建

て
前
に
し
て
い
る
の
は
朝
鮮
時
代
と
概
ね
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
浄
瑠
璃

（
特
に
世
話
物
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
準
近
代
的
な
人
間
像
の
心
情
の
葛
藤
は
、

パ
ン
ソ
リ
に
お
い
て
は
〈
春
香
歌

を
除
い
て
は
よ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は
、
江
戸
時
代
の
町
人
社
会
に
比
し
て
、
朝
鮮
時
代
の
庶
民
社
会
が
よ
り
閉
鎖

的
で
あ
っ
た
せ
い
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
パ
ン
ソ
リ
に
は
こ
う
し
た
表
向
き
の
主
題
と
は
別
に
、
そ
の
深
層

に
は
当
代
の
支
配
階
級
に
対
す
る
庶
民
の
諧
謔
的
諷
刺
と
批
判
が
た
く
み
に
仕

組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
表
向
き
の
主
題
と
深
層
の
主
題
は
む
し
ろ
矛
盾
す
る
場

合
が
多
い
。
こ
こ
に
パ
ン
ソ
リ
の
多
層
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

〈
春
香
伝

に
お
い
て
賤
し
い
妓
生
に
守
節
（
操
を
守
る
）
と
は
出
す
ぎ
た
も

の
だ
と
か
ら
か
う
卞
府
使
に
対
し
、
守
節
に
身
分
の
上
下
は
な
い
と
抗
辯
す
る

春
香
の
姿
勢
か
ら
は
当
代
の
倫
理
的
徳
目
と
し
て
の
貞
節
を
読
み
と
る
事
が
で

き
る
が
、
一
方
で
は
近
代
的
な
意
味
に
お
け
る
人
権
擁
護
の
主
張
を
見
る
事
も

で
き
る
。
す
っ
ぽ
ん
を
中
心
に
〈
水
宮
歌
）
を
読
む
と
す
れ
ば
こ
の
作
品
は
確

か
に
当
代
の
最
高
の
徳
目
と
言
え
る
忠
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る

が
、
自
分
の
命
を
救
う
為
に
他
の
命
を
奪
お
う
と
す
る
龍
王
・
す
っ
ぽ
ん
の
奸

計
よ
り
必
死
に
な
っ
て
我
が
身
を
守
ろ
う
と
す
る
兎
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
読
む

と
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
む
し
ろ
暴
悪
な
る
圧
制
者
に
対
抗
す
る
当
代
の
民
衆

の
姿
を
表
象
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、〈
春
香
歌

に
も
〈
水
宮

歌

に
も
建
て
前
と
し
て
掲
げ
る
当
代
の
倫
理
観
と
は
矛
盾
す
る
民
衆
の
主
張

と
願
望
が
含
蓄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

パ
ン
ソ
リ
に
お
け
る
嘆
き
と
悲
し
み
は
常
に
笑
い
を
醸
し
出
す
契
機
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
、
パ
ン
ソ
リ
の
プ
ロ
タ
ゴ
ニ
ス
ト
は
嘆
き
と
悲
み

の
辛
い
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
、
あ
げ
く
の
は
て
に
は
笑
い
の
庭
園
に
た
ど
り

着
く
の
で
あ
る
。
パ
ン
ソ
リ
は
例
外
無
く
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
結
ば
れ
る
。
韓

国
の
伝
来
民
譚
の
ほ
と
ん
ど
が
例
外
無
く
、〈
斯
く
か
く
し
て
、
彼
は
良
く
食

べ
、
良
く
（
仕
合
わ
せ
に
）
暮
し
た
そ
う
だ

と
い
う
き
ま
り
文
句
で
結
ば
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
パ
ン
ソ
リ
に
お
け
る
例
外
無
き
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

全
く
軌
を
同
じ
く
す
る
現
象
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
語
り
物
の
場
合
、

必
ず
し
も
そ
う
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ル
ー
ズ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
〈
菊
と

刀

で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
物
語
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
る
が
、
日
本
の
そ

れ
は
殆
ど
悲
劇
で
終
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
一
慨
に
そ
う
と
は
言

え
難
い
よ
う
で
あ
る
。
語
り
物
に
於
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
悲
劇
の
モ
チ
ー
ブ

が
皆
無
の
パ
ン
ソ
リ
に
比
す
れ
ば
、
語
り
物
に
は
悲
劇
の
モ
チ
ー
ブ
が
、
よ
り

多
い
と
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
〈
山
椒
太
夫
〈
小
栗
刊
官

の
よ
う
な
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
作
品
も
相
応
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

パ
ン
ソ
リ
の
結
末
は
例
外
無
く
勧
善
懲
悪
的
に
結
ば
れ
る
。
善
玉
は
救
わ
れ
、

悪
玉
は
懲
し
め
ら
れ
る
。
善
玉
の
春
香
は
艱
難
を
嘗
め
尽
し
た
後
、
め
で
た
く

救
わ
れ
、
悪
玉
の
卞
学
道
は
懲
し
め
ら
れ
る
。〈
沈
清
歌

に
於
い
て
は
も
と

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の
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か
ら
善
玉
、
悪
玉
の
対
立
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
孝
女
の
沈
清
は
勿
論

善
玉
の
頂
点
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
皇
后
の
身
に
な
る
の
は
当
然
の
事
と

言
え
よ
う
が
、
彼
女
を
生
け
に
え
と
し
た
、
言
わ
ば
人
身
売
買
を
し
た
船
人
た

ち
も
実
は
、
悪
玉
で
は
な
い
。
彼
等
は
目
の
不
自
由
な
沈
奉
事
の
老
後
の
為
の

手
配
を
す
る
ほ
ど
の
善
人
で
あ
る
。

語
り
物
に
お
い
て
も
一
部
の
世
話
物
を
除
い
て
は
概
ね
勧
善
懲
悪
の
原
理
に

基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
艱
難
を
な
め
尽
し
た
〈
山
椒
太
夫

の
廚
子
王

丸
は
結
局
奥
州
五
十
郡
の
領
主
と
な
り
、
そ
の
母
と
も
再
会
す
る
。
し
か
し
そ

の
勧
善
懲
悪
の
様
相
は
、
語
り
物
に
於
い
て
は
徹
底
し
た
二
元
対
立
の
原
理
に

基
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
パ
ン
ソ
リ
に
於
い
て
は
和
解
の
原
理
に
基
づ

い
て
い
る
。〈
仮
名
手
本
忠
臣
蔵

で
の
善
玉
の
四
十
七
士
及
び
そ
の
側
の
人

び
と
と
悪
玉
の
高
師
直
と
そ
の
側
の
人
び
と
と
は
一
寸
の
妥
協
の
余
地
も
無
い

徹
底
し
た
相
剋
の
関
係
に
置
か
れ
る
。〈
山
椒
太
夫

に
於
け
る
厨
子
王
丸
の

側
と
悪
玉
の
山
椒
太
夫
、
山
岡
太
夫
の
側
と
の
関
係
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
春
香
と
卞
学
道
の
関
係
は
善
玉
と
悪
玉
の
関
係
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず

徹
底
し
た
相
剋
の
関
係
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
い
。
と
ど
の
つ
ま
り
は
、
善
玉

の
方
か
ら
の
赦
し
の
手
が
悪
玉
の
方
へ
差
し
伸
ば
さ
れ
る
。
多
く
の
バ
デ
ィ

（
各
流
派
の
唱
本
）
に
於
い
て
、
暗
行
御
史
の
出
道
に
依
っ
て
救
わ
れ
た
春
香

（
唱
本
に
よ
っ
て
は
彼
女
の
母
）
は
暗
行
御
史
の
李
夢
龍
に
、
自
分
を
逼
迫
し

た
卞
学
道
の
赦
し
を
乞
う
の
で
あ
る
。
善
玉
の
輿
甫
は
当
然
の
事
、
バ
ク
・
ひ

国
の
パ
ン
ソ
リ
と
日
本
の
語
り
も
の

一
三

さ
ご
か
ら
出
て
き
た
宝
物
で
金
持
ち
に
な
る
が
、
そ
れ
か
と
言
っ
て
悪
玉
の
ノ

ル
ボ
が
亡
び
る
の
で
は
な
い
。
彼
か
ら
さ
ん
ざ
ん
苦
し
め
ら
れ
た
に
も
拘
わ
ら

ず
興
甫
は
危
機
の
瞬
間
に
駆
け
つ
け
て
来
て
兄
を
救
う
ば
か
り
で
な
く
素
寒
貧

に
な
っ
た
兄
に
半
分
の
財
産
ま
で
分
け
て
や
る
の
で
あ
る
。
善
玉
ば
か
り
の

〈
沈
清
伝

の
世
界
に
於
い
て
は
始
め
か
ら
相
剋
関
係
が
成
り
立
つ
素
地
が
無

い
。〈
山
椒
太
夫

に
お
け
る
人
身
売
買
の
輩
が
廚
子
王
の
側
の
人
び
と
と
は

不
倶
戴
天
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
に
反
し
、
既
に
述
べ
た
如
く
沈
清
と
、
彼

女
を
白
米
三
百
石
で
犠
け
牲
に
し
た
船
人
供
と
の
間
に
は
む
し
ろ
友
好
の
関
係

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
惨
憺
た
る
戦
争
物
語
の
〈
三
国
志
演
義

が
パ
ン
ソ
リ

〈
赤
壁
歌

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
悪
玉
の
曹
操
が
善
玉
の
関
羽
に
よ
っ

て
ゆ
る
さ
れ
る
華
容
道
で
の
遭
遇
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
も
軌
を
同
じ
く
す

る
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。〈
水
宮
歌

に
お
け
る
す
っ
ぽ
ん
と
兎
の
関
係
は

沈
清
と
船
人
と
の
よ
う
な
友
好
的
な
関
係
で
は
な
い
が
、
そ
れ
か
と
い
っ
て

〈
山
椒
太
夫

で
の
よ
う
な
不
倶
戴
天
の
関
係
で
も
な
い
。
勝
負
無
し
の
分
れ

の
関
係
で
あ
る
。

パ
ン
ソ
リ
ば
か
り
で
な
く
韓
国
の
殆
ど
の
古
典
叙
事
物
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
と
軌
を
同
じ
く
す
る
現
象
と
言
え

よ
う
が
、
韓
国
の
文
学
世
界
に
は
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
悲
劇
が
無
い
。
峻
厳
な

破
邪
顕
正
よ
り
も
和
や
か
な
和
解
寛
容
を
重
視
す
る
韓
民
族
の
エ
ト
ス
の
表
れ

か
も
知
れ
な
い
。
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